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　　　　　　　　　　まえが き

　枯草熱 （b町 fever） に つ い ては
，
　 J．　Bostock（1828）

が こ れ を始 め て報告 し，C．　Blackley （1873） の 詳細な

る臨床観察 に よ り，花粉 が そ の原因である こ とが 確認 さ

れた．　今 日
，　欧米では極め て 多数の 枯草熱或は花E 症

（pollinosis） の 患 者 が存 在 す る と 言わ れ
， そ の 研究も

数多 くみ られ る．然 しな が ら我国 に お い て は，或 る程度

隷花粉症の存在も予想され る と こ ろである が，現在ま で

の とこ ろ，ア レ ル ゲ ン の 確 定せ る花粉症 の 報告は 極 め て

少 く， わ つ か に 荒木　
nt 】

に よつ て プ タク サ に よる 1 花粉

症例に っ い て 記述がな され てい る のみ で あ る．

　今 回我 攻 は 栃木 県 日光 地 方 に お い て ，季箪性特 に春季

に 起 る
， 鼻溢 ，嚼 頭及び眼結膜 つ ア レ ル ギー症状を呈す

る21症例に遭遇 し，こ れ らに 対 し各種の 臨床的検索 を行

っ た．そ の 結果 こ れらの 症例 の 罹病 時期 は ス ギ の 開花時

期 と
『
致 し， 更に 各種花粉並び に ア レ ル ゲ ン エ キ ス に よ

る庚膚反窓 ， 鼻粘膜反応 ， 眼結膜反 応，Prausn主tz−Ktis・

tner 反応等 の
一
連 の ア レ ル ギー

検査に よ り，本疾患 が ス

ギの 花粉をア レ ル ゲ ン とす る花粉症である こ とが 確認 さ

れ た の で，こ れ を ス ギ 花 粉 瘻 Japanese〔辷d訂 Polli且 osis

と命名 し，そ の 鉾細 に っ い て報告す る、

　　　 症例並び に各種 ア レ ル ギー
検査成績

　こ の 21症 例は すべ て 紹和 38年 3 月よ り4 月 に かけ て，

日 光市清滝の 古 河電工 日光電気精 銅 所 附 靄 病 院耳 鼻咽 喉

科外来 を訪 れ た 患者で，嚔発作 ， 水様性鼻漏過多 ， 鼻閉

を 主 訴 と して い る，そ して そ の 臨床所見と して，鼻粘膜

は蒼白で浮捶性 に 種脹 し，水様性 鼻漏 を 認め ，鼻汁及 び

末梢血 中に は 好酸球増多を証明して い る．更に一
部 の 症

例に つ い て ，鼻粘膜 の 病理 組織 学 的検索を行 い ，浮腫と

著暝な好酸球滲潤 を認 め た．従 つ てこ れ ら の症 倒 は 明 ら

か に鼻ア レ ル ギーの状態に あ る もの と考えられる．鼻以

外の ア レ ル ギー症状 と して ，眼結膜及び咽頭の 癰痒感を

訴 え て い る （表 1）．
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　さ て我 々 臨床家が ，か よ うな ア レ ル ギー
性疾患 に遭遇

した 場合，ア レ ル ギー性疾患そ の もの の 診断以外 に，そ

の ア レ ル ゲ ン が 如何な る もの であ る か の 診 断が 必要であ

る．こ の 場合通常 行 わ れ，る 手簔寒ま，先づ 最初 に 問 診 に よ

つ て ア レ ル ゲ ン の 発見に努 め るこ とであ る。本症倒に お

い て も詳細 な 問診を行 っ 次結 果，こ こ に報告す る21症例

の すべ て に つ い て ，そ の 罹病時期は毎年 3月 中 ， 下 句 よ

り 4 月中，下旬 に か けて の 約 1 ケ 月間で あ 重｝，そ れ 以 外

の時期 には ほ とん ど痘 状 を み な い こ とガ 省明 した．その

初診時期 は図 1 の 如 くで ある．

　そ こ で こ れ らの 症 例 に共通 す る ア レ ル ゲ ン と して の 可

竈性 を有す る もの ほ li 毀 入性 ア レ ル ゲ ン の内待に 花粉で

121086421

例 ，

図 1　 ス ギ 花 懸 症 21例 の 初 診 時 期
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表 2　 日 光 地 方 に お け る 各種植 物 の 開 花暦 （春 季）

図 2　 ス ギ ・ア カ マ ツ ・ヒ ノ キ ・カ バ ノ キ 属 空 中花

　　　粉数 の 変動 （3，4， 5月 ）
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写 真 1　Cryptomeria 　Japonica ス ギ の 雄 花 の 開 花状 態

あ る ま い か との予想を立 て ， 日光地方 に お い て 3月 か ら

4月 に か けて 開花す る特 に風媒花 に つ い て 実地調査を行

つ た ，そ の 結果表 2 に み られ る様に
，

3 月 か ら 4月 に開

花す る風媒花 と して は ，主 とし て ス ギ ，
カ バ ノ キ 属，ヤ

ナ ギ 属 が ほ とん どで あ っ た，日光 地 方 は 有名な東照宮始

め 日光街道の 杉並木等 ス ギの非常 に密集 して い る土地で

あつ て，住宅街 を 囲 む 山々 に も相当数 の ス ギの 植林がな

さ れて い る状態である．こ れに 反 しカ バ ノ キ 属は 河原或

は 周囲 の 山 に 散在的 に 生育す る の み であり，ヤ ナ ギ属 は

更 に 少 数 で あ っ た ．事実空中花粉数 を ズラ イ ドグ ラ ス 法

に よっ て測定 し たとこ ろ ， 図 2 の 如 くこ の 陦期 に は大量

の ス ギの 花粉が空 中 に 散布 され て い る こ とが 判明 した．

こ の 空中花粉量 は 花粉 ア レ ル ギーを起 さ せ る に充分な 量

と考 え られ る．写 真 1，写 真 2 は ス ギ の 雄花 の 開花状態

と ，
ス ギの 花粉 の 顕微鏡像であ る．

　皮膚反 応 検査

　ア レ ル ゲ ン 検出 の 第 1段階と して ，
ス ギ ，

カ バ ノ キ

属，ヤ ナ ギ属 の そ れぞ れ の 花粉 を採取 して ， こ れ らの 花

表 3　花粉 に よ る 乱刺 法

ス 判 … 嘱 1ヤ ナ ギ劇 対 照

15121
（71．4％ ）
陽 　 　 性

陰 性 陰 　 　 性 陰 　 性

粉 に よ る 乱刺法を施行 した．成績は 表 3 の 如 く，ス ギ の

花粉 に対して 21例中15例7L4 ％に 陽性 ， 残 りの 6例 は 疑

陽性で あ るが，対照 と他の 花粉では い ずれも陰性であ っ

た．なお乱刺法 の 判定 に は
｝
定 ぜ るもの はない が，

一
応

発赤径 21mm以上で膨疹径 9　lnm　LX下 の もの を陽性 （十） と

し ， 発赤 径 20m皿以 下であ る が 対照 に 比 して 明 らか な 膨疹

を認め る も の を疑陽性 と した．

　次に ア レ ル ゲ ン エ キ ス （鳥居薬品製）の 内，吸入性 ア
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表 4　 吸 入 性 ア レ ル ゲ ソ ＝ キ ス に よ る 皮 内 反 応 蝪 性率

ス 　 　 ギ i ブ タ ク サ　　　　F

諜 i（轟 ）1（、鵡 ）
　 　 　 　 　 　 ＿ 1

対酬 （

Oi730
　 ％ ）i（，1懺）

ア カ ・ 烈 室 内 m

　 5f21』

（23，8彡彡）

　 ユf73
（1．4％ ）

　 4！21
（19．0％ ）

　　 7173
匚 （9．6　9’

o ）

レ ル ゲ ン として ス ギ，ブ タ ク サ，ア カ マ ツ，室内塞 の 4

種 を撰び皮内反応 をみ た．こ の結 果 表 4 の 如 く、ス ギ85

R ％，ブ タ クサ 90．5琵，ア カ マ ツ 23．8％，室 内塵 19．D％

の 腸性率 を 得た．ス ギ に対して は 21例中 18例 が陽性 で，

残 り3例は 疑腸性 で あ つ た．同 時期に 日光地方 の 住民で

ア レ ル ギー牲疾患の 既往歴 の な い と考 え られ る者 ？3名 を

撰 び，同織の 皮内反応検査 を 施行 した．そ の結 饗対照 群

では ス ギ に 対す る腸性率は 0％ であ る．こ れ に く らぺ こ

の ア レ ル ギー症例に て ，ス ギ に対し特 に 高率 に陽性 の 成

績 を認 め た こ とは 非 常 に 特 徴的 な 事柄 と考 え られ る．尚

1支内反 応検 査 は．鴨居薬晶 の ア レ ル ゲ ン ； キ ス 使用法に 準

じて行 つ た ．　2 例に 対 し て 特 1こ Prausnitz−Ktistner反

応 を施行 した ガ ，ス ギ に 対 し陽性 の 結 果 を得 た．

　粘膜反応検査

　
一
般 に 吸 入＃ ア レ ル ゲ ン の 場合，皮衝反応 よ り，鼻粘

1漠反 応 や 結膜聚 応 O 方 ご〜，実際に 近い 成績を与える もの

と考 え られ て い る．そ こ で先 づ鼻粘．膜反 応 を行 つ た，鼻

内 に極 く少量の ス ギ花極を 吹 き込み，全例 に鼻ア レ ル ギ

ー症状の 発作，即 ち睫発作 ， 水様性、鼻漏過多，鼻閉等の

表 5 　花騎 に よ る粘 膜反 応

鼻　粘　膜　反　応 結膜反 応

・ ギ i・ パ ノ キ 司 ヤ ナ 嘱 ・ ギ

　2il21
（ 100％ ）　　　 ・／

陽 　　性　　 陰　　 性

　　　　　　 18i21
　 〃 　　　 （85．7％ ）
陰 　 　 牲 　 　 陽 　 　 性

発作を来 し，臨床症状 と全 く同蟻の症状 の 誘発 に 成功 し

た ．こ れ に 反 しカ バ ノ キ 属 ，ヤ ナ ギ属 の 花響では 鼻粘膜

反 応 は 陰性 で あ つ た．次 に 結膜反応 は 糧 く徴 量 の 花粉 を

内眼角都 の 結膜 に 附漕 させ ，鬣痒感，充 血，浮腫 を 呈す

る場 合 を陽性 と剥定 した．その 結果 ス ギ花粉 に対 し，21

弼 中 18例 85．了驚 に 湯性 の 成績 を 得た （表 5 ）．

　　　　　　　　　　 むすび

　栃木県 日光地方 に み られ る、鼻腔，咽頭並びに 眼結膜

の ア レ ル ギー症状を呈す る 21症例に 対 し，
『
連 の ア レ ル

ギー検査 を施行 した．　そ の 結果，　本 疾患の ア レ ル ゲ ン

は ，
ス ギの花粉であ る と確 話 して よい も の と考 え る．よ

つ てこ の 疾患に対し， ス ギ 花粉症 Japanese　Cedar　Po −

11inosisと命名 し た 次第で あ る．最後に 我国 に お い て も

各種の ア レ ル ゲ ン エ キ ス ガ 発売 され てい る今 日， 詳網 な

る臨床観察 とア レ ル ギ
ー
検査が 行われた場合 に 1よ，従来

稀と考 え られ て い た か 去 うな 花粉症も多数発見 さ れ るも

の と考 え る，ス ギ花粉症 に対 iノ て も今 後更に症例 を追 加

して ，臣竃1床的並 びに 病理魂織学的検討 を重 ね た い と 思

う．

　本 論 文 の 要 旨 は 昭 湘 38年 10月 第ユ3回 日本 ア レ ル ギ ー学

会総 会 に お い て 発表 し た．
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                     Studies on  the Vital Reaetion  by Hemolysin

                     ll. Ex,periments by  ineans  of  Auto-antigen

                                  Sertsaku Yoshikawa

          Dept. of Pathology (Director: YuF  Hamarnoto), Osaka Medica] College, Osaka

   The  author  has succeeded  in causing  anemia  whlch  seemed  to be based on  mechanlsm  of  hemolysis
in vlvo  in the rabbits  by frequent irnmunization with  the formaltn･treated auto-erythroc>tte.  The

autoantibody  showing  to be po:ltive  in Coombs  test and  appearante  ef  helemysin  were  demonstrated

in maiolity  ef  these  rabbits,

   In the  heterologous rabbits,  thediscrepancy  ofantigenielty  and £ ross-reaction  between  the formalin-

treated  bovine erythrocyte  and  untreated  one  were  recognized.  Then,  it "'as  shovved  in some  cases

that  these  auto-antibedies  reacted  posl,tiyely against  not  only  the  forrnalin-treated er-ythroclr'te,  bnt

also  untreated  erythrocyte.

   Hematological features of hernolytic anemia  caused  were  hemoglobinuria, increase of  erythrocyte

osmotic  fragility, increase of reticulocyte,  marked  anisocytosls  and  poIychromasia  of  erythrocyte  and

remarkable  ervthrDblastosis,            -
    Moreover, the  rabbit  serum  showing  anemia  as  described aboye  was  injected into homologous
animal  as a supplementary  experiment,  and  subsequenely,  occurrence  ef anemla  was  observed  tn

injected rabbits.

    Further, lt was  ebgerved  that the titer of hetnolysin demonstrated in this experiment  decreased
by temperatllre.

    The  results  of these experiment  suggest  possibi!ity that autoantlbody  appears  in autelogous  serum

by sensitizing  with  the medified  aute-antigen,  and  the  present  experlrnent  seemG  very  effectively to

cause  the  experlmental  auto-immune  hemolytic anemla,

                      Japanese Cedar Pollinosis in Nikko,  Japan

                          Shinsaku Heriguchi  and  Yozo  Saito

                Deparlrnent of Oto･Rhyne-Laryngo}ogy (Director: Prof. Shiniaku

                              Horiguti), School of  Medlcine,

                           Tekyo  Medical and  Dental Un{versity

   In Japan  the  existence  of  pQl}inosis has been often  presumed  frorn various  peints  of view, but
tittle reports  on  poliinosis whose  211ergen  is known  are  found so  far,

   Theauthors happened to rneet  21 cases  with  allergic  symytoms  in nasal  cavity,  pharynx  andco-

njunctiva,  which  often  appear  in a  speclal  season,  especlally  tn spring  in the  district of  Nikko  and  lts

neighbourhood,  and  thus  variQus  clinical  exarninations  have  been  carried  out  on  these  21 cases,

    The  period of  these allergic  attacks  coincided  witlt  efflorescence  of Japanese cedar  (Cryptomeria
Japonlca). And  the authors  investigated into allergens  in these cases.

    Prlck tests with  the Japanese eedar  polLen  were  carried  eut  and  positive  results  -'ere  obtained

in 71,4%  of･ tbese  cases.

   Positive intradermal reactions  to the extract  of japanese cedar  pol]en (Torii &  Co  Ltd.) ",ere

observed  in 85.7.% of  these cases.
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Positive

 conjunctlval  and  nasal  reactions  to the Japanese cedar  pollen
    100%and         ef these cases  respectably.

   In 2 cases  Prausnitz-KUstner  tests were  carried  out  and  they showed
   From
         

the
 results  obteined,  the  authors  confitm  that  these cases

with  Japanese cedar  poilen. .

   Therefore the authors  gave  the  name  
``Japanese

 cedarpollinosis"  to

were  observed  in 85.7%

pesitive results.

 are  pol]inosis sensitized

this al!ergic  disease.

                                Studies on  Pollinosis

                        I. Short Ragweed  and  0rchard  Grass

                        Kamuharu  Sugita and  Kazuo  Bhiruya

         
Department

 
ef

 Physical Therapy  and  Medicine  (Director: Prof, Yeshie Oahirna)

                         School of Medicine, UnSversity of  Tokyo

                     
Allergy

 Center, the Sagamihara  National Hospital
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Stuaies

 on  Inhalatiye Tests in Bronehial  Asthma  a)
   

-with
 Special Emphasls  llpoR  Inhalatiye Provocation  Test with  House.Dugt-

                                   Sohei Makino

         
Department

 
of
 
Physical

 Therapy and  Medicine  (Director: Prof. Yoshio OshSma),

                         Schoo1 of Medicihe, University of  Tokyv
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   FEV,.,  beIgre inhalation-minimum  FEV,., after  inhalation
       FEV,,,  before
1) Thirty-eight%  ofinhalationasthmatic

                     XIOO%
patients were  found  to be  posit;ve onI,P.T.with  house  du$t,


